














Ⅳ結語 

 在宅心身障害児をかかえた家庭の実態は多種多様であり,それを生じさせている要因も

複雑多岐にわたっている。したがって,在宅障害児家庭の特徴を画一的,表層的に把握する

のでは問題解決に役立つ手がかりすらつかめないであろう。 

 われわれは,事例性(caseness)の視点にたって複雑多岐にわたる要因の組み合わせを解

明し,心身障害児と家族の苦悩を軽減し,生きる喜びが感じられる人間生活を営むことがで

きるように援助することが大切であり,それには障害児をかかえた家庭のもつ問題を個別

な問題として取りあげ,社会的背景との関連を明らかにする家族診断技術の進展とそれを

手がかりに在宅障害児家庭にアプローチする家族指導法の確立が急務であると考える。 


